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　３月は巣立ちのときです。幼稚園児は小学生に向け、そして、６年生は中学生へ向け
て・・・。小学校においては１９日（火）が卒業、幼稚園においては２１日（木）が卒
園の門出となります。
　人は一人では成長できません。周りの人々と共に過ごす時間の中で、自己を知り、目
標を持ち成長へ向かいます。こうした時間の流れの中で、節目である卒園式、卒業式の
大切さを改めて実感しています。
　卒園式練習を行っている園児７人は、返事・動きを精いっぱい大きく表現しています。
１年間で成長した証がしっかりと出ています。自分たちの思いを話す場面がありますが、
堂々と言うことができます。（ピカピカの１年生になって小学校でも自信をもって活動
できると確信しています。）
　卒業式練習の中で、６年生には私の思いを話しました。「卒業式は学校最大の行事で
あると私は思います。６年間のすべての行事の総まとめです。全校生、お家の方、地域
の代表の方々に、その成長を認めてもらう最後で最大の行事です。卒業証書授与式です
ので姿勢・返事・歩き方等、心を込めて卒業証書を受け取ってください。また、お別れ
の会でもありますから、言葉・歌も精一杯の力を出してください。」という内容でした。
それに応えてくれるように、練習では素晴らしい態度で取り組んでいます。全体練習で
も、しっかりとした姿勢、はきはきとした話し方、丁寧な歌い方で在校生の手本となっ
ています。卒業式はきっと感動でいっぱいになり、参加された皆様の心に響くことでし
ょう。１２名の晴れの門出を会場に集うみんなで心から祝したいです。

　卒業を控え、間もなく小学校を巣立っていく６年生１２名に
対し、１～５年生で感謝の気持ちや激励のことばを伝える「６
年生を送る会」を行いました。各学年それぞれ工夫して６年生
との思い出・６年生のすばらしさ・ありがとうの気持ち等を様
々な形で表しました。「丁寧に○○を教えてくださいました」
「いつもやさしくしてもらいました」「行事ではリードしてい
ただきました」等々のことばを聞くと、改めて６年生の活躍ぶ
りが伺えました。６年生がいたからこそ、できた行事がたくさ
んありました。最上級生として、本当によくがんばってくれま
した。最後に６年生から、各学年への思いをメッセージとして
伝えました。特に５年生には最高学年として「学校をよろしく」
「自分たちを越えて」という激励のことばがありました。今回
のこの企画は５年生が中心となって行いました。準備・片付け
もしっかりとできました。５年生がリードしながら柴山小学校
の伝統を引き継いでいくんだなあと感じました。
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　３月１日（金）が本年度最後の「じゅうじつの日」でした。子どもたちで考え
た「情報モラル宣言」を意識した生活を振り返る日を設け、メディアとの付き合
い方を見つめ直す機会としました。月２回の取組でしたが、振り返りや保護者の方に感
想を書いていただくことにより、子どもたちの意識が高まってきました。これが日々の
生活に根づいていくよう引き続きご協力をお願いいたします。

　新年度に向けて着々と準備が進んでいます。まずは、子どもたちの代表である児童会
役員の引継ぎがありました。新役員の「こんな学校にしたい」という思いを全校生で受
け止めました。みんなでしっかりと協力していくものと思います。次の日にはＰＴＡ役
員の引継会がありました。本年度の役員の皆様には様々な活動を推進していただきまし
た。感謝申し上げます。新役員の皆様には（正式にはＰＴＡ総会で承認となりますが…）
４月当初からお世話になります。どうぞよろしくお願いいたします。

山本　琉悟 松井　海晟

北村　香理菜 寺川　暖琉

松井　海晟 小笠原　結夢

中村　岳大 松井　美紅

①閉校について
柴山小学校はあと２年（令和６・７年度）で
閉校となります。（＝学校がなくなります。）
※学校ができてからちょうど１５０年目です。
子どもたちには学校に対する愛着や感謝の気
持ちをより育んでいきたいと考えています。
また、学校再編に向けた準備等は、必要に応
じて本校で十分説明していく予定です。
②複式学級について
複式学級とは、「２つ以上の学年の児童を１
つにした学級」のことです。
※兵庫県の基準では異なる学年の合計が１４
人以下の場合（１年生を含む場合は８人以下）
がその対象となります。＜教員の数も関係します。＞

本年度の教育環境会議で、柴山小学校は令和
６・７年に３・４年生が複式学級になること
をお知らせしていました。しかし、転入の連
絡が入り、令和６年度については今年度と同
じように全て単学級で行うことになります。
※令和７年度については、３・４年生が複式
学級となります。令和８年度の学校再編に備え、柔軟に対応していきます。
※令和６・７年度については、自然学校・修学旅行・チャレンジ学習は香住区三校（柴山・長井・余部）で行います。

この内容は、３／７のＰＴＡ役員引継ぎ会で新旧役員の皆様にお伝えしました。また、
次の全校集会で子どもたちに伝える予定です。子どもたちには先のことを知りながら
よりよい学校生活を送ってほしいと願っています。
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今後の児童数・学級数の見込み


